
著書：

『登記官からみた表題部所有者不明土地解消の実務－所有者探索のポイントと探索後の対応』

『実務で迷う　建物表題登記のポイント－土地家屋調査士の確認と登記官の判断－』

.

【講師】

角間隆夫

法務局での長年のキャリアを通じ、登記実務および

筆界特定制度の最前線で活躍。豊富な知見から導き

出される解説は極めて実践的であり、第一線で活躍

する実務家から高い評価と信頼を集めている。

主催：日本⼟地家屋調査⼠会連合会

申し込み方法　manaableにて受付予定申し込み方法　manaableにて受付予定申し込み方法　manaableにて受付予定

「目で見る筆界の調査・認定事例」「目で見る筆界の調査・認定事例」「目で見る筆界の調査・認定事例」
令和８年度日調連ウエブ研修会令和８年度日調連ウエブ研修会令和８年度日調連ウエブ研修会

令和７年ＷＥＢ研修会田中博幸講師（山口地方法務局長）との共著令和７年ＷＥＢ研修会田中博幸講師（山口地方法務局長）との共著

きんざい出版より『目で見る筆界の調査・認定事例』を発刊予定きんざい出版より『目で見る筆界の調査・認定事例』を発刊予定

令和７年ＷＥＢ研修会田中博幸講師（山口地方法務局長）との共著

きんざい出版より『目で見る筆界の調査・認定事例』を発刊予定

昨年に引き続き現役登記官が登壇

1113 金 13:30 16:30-

令和８年

複雑な境界紛争や筆界不明事例に直面した際、それをどう紐解くべきか。複雑な境界紛争や筆界不明事例に直面した際、それをどう紐解くべきか。

本研修では、法務局が実際に重視している「調査の着眼点」と本研修では、法務局が実際に重視している「調査の着眼点」と

「判断基準」を現役登記官の視点から紐解き、実務の現場で直ちに役立つ、「判断基準」を現役登記官の視点から紐解き、実務の現場で直ちに役立つ、

具体的な特定・認定の手法を解説します。具体的な特定・認定の手法を解説します。

複雑な境界紛争や筆界不明事例に直面した際、それをどう紐解くべきか。

本研修では、法務局が実際に重視している「調査の着眼点」と

「判断基準」を現役登記官の視点から紐解き、実務の現場で直ちに役立つ、

具体的な特定・認定の手法を解説します。

富山地方法務局高岡支局長富山地方法務局高岡支局長富山地方法務局高岡支局長富山地方法務局高岡支局長

現場のリアルな悩みを「法務局の目線」で紐解き、

　　　　　　　明日の実務に活きる“確かな知見”をお届けします。

～現場の悩みを法務局の目線で解決！実務に活きる確実な知見を～

開 催
日

manaable

受講方法：ライブ配信

氏

https://www.chosashi.or.jp/
https://www.chosashi.or.jp/kenshu_portal/portal.html
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